
千葉市少年自然の家プログラム クラフト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ミニモルック 

プログラムの概要・ねらい 
 プログラムの「モルック」にちなみ、卓上でも遊べ

るミニサイズのモルックを作る。 

 ノコギリや万力、電動工具の使い方を覚えることが

でき、自分で作る楽しさを体験する。 

材料とクラフト室倉庫のカギをサービスセンター受付で受け取る。※材料数を確認する。 

窓を開け、部屋の換気を十分に行う。工具の確認をする。 

 

 ①準備  
 

ぞうきんと備え付けの掃除用具を使い、掃除をする。（掃除の仕方についてはクラフト室の掲示参照） 

※机と床の水拭きを必ず行う。 

工具、部屋等の破損があった場合は、サービスセンター受付へ連絡する。 

クラフト室倉庫の鍵、余った材料はサービスセンター受付へ返却する。 

 ③後片付け  
 

 

【時間】  

 

0:10 

 

 

0:15 

 

 

0:45 

説明 

※ 材料の確認と作業の手順について話す。 

※ 作品見本を見せて、製作意欲を高める。 

 

直径15ｍｍの丸棒を、長さ70ｍｍ×1本、長さ80ｍｍ×6本に 

切り分ける。（写真①）（イスや万力を使う。）                    

 

80ｍｍに切った丸棒を、それぞれ斜めに2等分する。（的）（写真②） 

（万力等で固定すると切りやすい。） 

70ｍｍの丸棒を紙やすりで磨き、モルックを作る。（投げる木）（写真③） 

切った木片を紙やすりで磨き、表面を滑らかにする。 

（自然の家のマジカルサンダーやベルトサンダーを使用してもよい。） 

※ベルトサンダーを使用する場合は必ず指導者が立ち会い、以下の点に 

注意する。 

 ・削る際は、機械の横に立って作業する。 

 ・袖口、ストラップ等の巻き込みに注意する。 

・1台につき1人で作業する。 

（立てたときに不安定になるので、的の木の底になる平らな部分を丸くし

すぎないようにする。） 

 

的の木の上面に、1から12までの数字を書く。（写真④） 

投げる木（モルック）や的の木を、オリジナルのデザインに仕上げる。 

 

2:00 片付け 

終了 

 

 ②実施の流れ  
 

場所 クラフト室 

 

時間 
1時間～ 

1時間 30分 

値段 料金表参照 

季節 年間 

人数 クラフト室席数 48 

準備物 

【利 用 者】ぞうきん、筆記具、季節に適した服装、 

救急用品、ポスカ等 

【自然の家】材料（丸棒Φ15×600ｍｍ）、ノコギリ、

紙やすり、マジカルサンダー、切り出し

ナイフ、電動工具 

 

学校・団体 
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